徒然草と沙石集との共通記事の一考察 by 曹, 景惠
は
じ
め
に
沙
石
集
は
無
住
道
暁
（ー
ニ
ニ
六
ー
ニニー
ニ）
の
手
に
よ
っ
て
鎌
倉
時
代
の
中
頃
の
弘
安
二
年
（ー
ニ
七
九）
の
夏
に
起
箪、
数
年
間
の
中
絶
の
後
に
再
開
し
て
同
六
年
の
秋
に
脱
稿
し
た
全
十
巻
の
仏
教
説
話
集
で
あ
る。
そ
の
執
甑
動
機
や
成
立
事
情
に
つ
い
て
は、
同
奢
の
序
及
ぴ
巻
十
末
の
識
語
に
明
記
さ
れ
て
い
る
が、
作
者
無
住
が
自
ら
序
文
に、
「
そ
れ
施
言
軟
語
み
な
第一
義
に
帰
し、
治
生
産
業
し
か
し
な
が
ら
実
相
に
そ
む
か
ず。
然
れ
ば
狂
言
綺
語
の
あ
だ
な
る
戯
れ
を
緑
と
し
て、
仏
乗
の
妙
な
る
道
を
知
ら
し
め、
世
間
浅
近
の
賤
き
こ
と
を
誓
と
し
て、
勝
義
の
深
き
理
に
入
れ
し
め
む
と
思
ふ。
（
後
略
）」
と
述
ぺ
て
い
る
よ
う
に、「
徒
ら
な
る
興
言」
「
賤
き
世
の
事」
．
な
ど、
一
見
卑
俗
に
見
え
る
説
話
を
「
道
に
入
る
方
便
J
の一
っ
と
し
て
晋
き
集
め、
例
話
を
通
し
て
「
在
家
の
愚
俗」
（
注ー
）
に
仏
教
の
要
旨
を
語
り、
仏
道
へ
の
精
進
を
勧
め
る
と
い
う
明
白
な
意
図
を
持
つ
啓
蒙
的
苔
物
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る。
も
と
も
と
比
喩、
例
話
を
以
て
法
を
説
く
と
い
う
の
は
仏
法
布
教
の
典
型
的
手
段
で
あ
る
が、
特
定
の
宗
派
の
思
想
に
と
ら
わ
れ
ず、
古
今
東
西
に
わ
た
る
多
彩
な
話
題
に
即
し
つ
つ、
難
解
な
教
理
と
卑
近
な
世
界
と
を
つ
な
げ
て
自
在
に
文
章
を
織
り
な
す
と
こ
ろ
に、
他
の
仏
教
説
話
集
に
は
な
い
無
住
独
自
の
世
界
が
展
開
す
る。
そ
の
沙
石
集
は
章
稿
の
段
階
で
早
く
も
都
邸
の
人
々
に
披
露
さ
れ、
「
限
敗
相
半
敷」
と
い
う
評
価
を
集
め
た
と
い
う
（
注
二）。
無
住
は
か
か
る
世
評
に
刺
激
さ
れ
て
「
讃
敗
相
半」
と
い
う
賛
否
両
論
の
状
態
か
ら
脱
す
る
た
め
に、
晩
年
ま
で
本
文
の
捺
削
や
説
話
の
再
編
成
に
つ
と
め
た。
そ
の
間
に、
「
限
敗」
の
度
合
に
変
化
が
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が、
永
仁、
嘉
元
年
間
京
都
に
お
い
て
沙
石
集
が
二
度
書
写
さ
れ
た
こ
と
は
流
布
本
沙
石
集
の
識
語
に
よ
り
確
懃
さ
れ
て
お
り
（
注
三）、
鎌
倉
末
期
に
お
い
て
沙
石
集
は
広
く
読
ま
れ、
流
布
し
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る。
前
述
し
た
よ
う
に、
沙
石
集
は
兼
好
の
生
年
と
推
定
さ
れ
る
弘
安
六
年（一
ニ
八
三）
頃
に
成
立
し、
徒
然
草
に
先
行
す
る
密
物
で
あ
る。
沙
石
集
と
徒
然
草
と
の
関
係
に
つ
い
て
は、
早
く
黒
田
亮
氏
（
注
四）
が
両
書
の
間
に
共
通
記
事
が
い
く
つ
か
存
す
る
こ
と
を
注
意
さ
れ、
三
木
紀
人
氏
（
注
五）
は、
束
国
出
身
の
無
住
と、
関
東
に
深
い
由
緑
が
あ
っ
て
知
人
も
多
い
兼
好
と
の
間
に
あ
っ
た
共
通
の
地
緑
を
考
慮
す
る
な
ら
ば、
兼
好
が
沙
石
集
に
対
し
て
徒
然
草
と
沙
石
集
と
の
共
通
記
事
の
一
考
察
曹
恵
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景
全
く
無
緑
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
と
さ
れ
て
い
る。
ま
た、
西
尾
光一
氏
（
注
六）
は
文
体・
表
現
の
手
法・
自
己
を
省
察
す
る
発
想
の
諸
点
に
お
い
・
て、
徒
然
草
は
沙
石
集
に
負
う
部
分
が
少
な
く
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る。
実
際、
沙
石
集
と
徒
然
草
と
を
丹
念
に
読
み
較
べ
る
な
ら
ば、
両
者
の
類
縁
の
多
さ
は
容
易
に
気
付
か
れ
る。
本
稿
で
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ、
両
害
の
間
に
共
通•
関
連
記
事
が
認
め
ら
れ
る
徒
然
草
四
十
九
段、
五
十
八
段、
七
十
五
段
な
ど
の
章
段
を
取
り
上
げ、
徒
然
草
と
沙
石
集
と
の
関
わ
り、
及
．
ぴ
思
想
上
の
異
同
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
察
を
行
い、
両
魯
の
相
関
性
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い。
徒
然
草
四
十
九
段
は
無
常
の
自
党
と
そ
れ
に
ね
ざ
す
発
心
を
す
す
め
る
説
示
的
内
容
の
章
段
で
あ
る。
沙
石
集
と
の
関
連
記
事
が
二
箇
所
ほ
ど
見
出
さ
れ
る。
冒
頭
の
「
老
来
て、
始
て
道
を
行
ぜ
む
と
待
こ
と
な
か
れ。
古
き
坂
は
多
く
こ
れ
少
年
の
人
な
り」
と
い
う一
文
は
い
ち
早
き
修
行•
発
心
を
勧
め
る
格
言
で
あ
る
が、
そ
の
出
典
と
し
て
「
寿
命
院
抄j
が
「
寒
山
頌」
を
掲
げ
る
も
の
の、
現
存
す
る
文
献
に
は
同
一
の
文
言
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い。
「
埜
槌』
は
明
の
李
卓
吾
絹
「
浄
土
決
j
に
あ
る
「
古
人
句
曰。
奨
待
老
来
方
学
道、
古
項
盛
是
少
年
人」
と
い、
つ
文
言
を
引
く
が、
こ
れ
は
兼
好
よ
り
時
代
が
下
る
も
の
で
あ
る。
一
方
で、
前
引
し
た
四
十
九
段
の
冒
頭
文
と
ほ
ぼ
同
一
の
言
が、
梵
舜
本
沙
石
染
巻
五
本
の
十一
「
学
生
ノ
歌
好
ミ
ク
ル
事」
及
び
『
婚
元
直
指
集』
に
「
古
人
日」
と
い
う
形
で
見
出
さ
れ
る
こ
と
が、
近
代
の
徒
然
草
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
七）。
梵
舜
本
沙
石
集
巻
五
本
の
十
一
「
学
生
ノ
歌
好
ミ
ク
ル
事」
に
は、
恵
心
僧
都
の
語
や
緑
忍
上
人
の
歌
を
引
い
て
仏
道
修
行
を
怠
る
な
と
説
い
た
後、
「
サ
レ
パ、
若
ク
サ
カ
リ
ニ
ツ
ヨ
ク、
病
ナ
カ
ラ
ム
時
ッ
ト
メ
ヲ
、
コ
ナ
フ
ベ
シ。
老
ヲ
待
ツ
事
ナ
カ
レ。
古
人
云、
「
老
来
リ
テ、
初
メ
テ
道
ヲ
学
セ
ン
ト
云
事
ナ
カ
レ。
古
墳
ヲ
ホ
ク
ハ
是
少
年
ノ
人
ナ
リ」
卜。
老
少
不
定
ノ
国
ナ
レ
バ、
若
シ
ト
テ
モ、
不レ
可レ
渇。
衆
苦
充
満
ノ
境
ナ
レ
バ、
冨
リ
ト
モ
安
穏
ナ
ル
ベ
シ
ト
思
賽
ナ
カ
レ。
フ
ル
キ
墓
を
ト
プ
ラ
〔
へ〕
バ、
ヲ
、
ク
ハ、
ワ
カ
ク
シ
テ
世
ヲ
ハ
ヤ
ウ
セ
ル
人
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ」
と
述
ぺ
て
い
る。
同
じ
箇
所
が
米
沢
本
沙
石
集
巻
五
本
の
十
四
「
和
歌
の
徳、
甚
深
な
る
事」
で
は、
「
さ
れ
ば、
若
く
盛
り
に
し
て
強
く、
病
な
か
ら
む
時、
勤
め
行
ふ
べ
し。
老
を
待
つ
事
勿
れ。
「
古
墳
多
く
は
こ
れ
少
年
の
人
な
り」
と。
老
少
不
定
の
国
な
れ
ば、
若
し
と
て
頼
む
べ
か
ら
ず。
古
き
墳
を
訪
へ
ば、
多
く
は
若
く
し
て、
世
を
早
く
せ
る
人
な
り
と
い
へ
り」
と
な
っ
て
い
る
が、
「
古
人
云」
の
句
を
欠
き、
「
老
来
リ
テ、
初
メ
テ
道
ヲ
学
セ
ン
ト
云
事
ナ
カ
レ」
と
い
う
語
句
が
略
さ
れ
て
い
る
も
の
の、
梵
舜
本
の
内
容
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る。
米
沢
本
沙
石
集
巻
五
本
の
十
四
「
和
歌
の
徳、
甚
深
な
る
事」
は
「
和
歌
の
徳」
は
「
仏
の
詞
に
異
な
る
べ
か
ら
ず」、
「
陀
羅
尼
と
―
つ
に
心
を
得
べ
し」、
い
わ
ゆ
る
「
和
歌
即
陀
羅
尼」
と
い
う
思
想
を
語
る
内
容
で
あ
る
が、
前
半
に
は
あ
る
上
人
の
和
歌
を
引
い
て
「
こ
の
歌
は
逍
教
経
の
心
に
相
叶
ヘ
り」
と
し、
「
文
の
意
は
仏
の
教
え
恒
き
給
へ
る
御
法、
な
す
事
無
く
し
て
明
け
暮
れ
な
ば、
既
に
死
門
に
及
ば
む
時、
悔
や
し
む
べ
し。
或
い
は
病
に
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臥
し
ぬ
れ
ば、
身
の
つ
つ
が
な
り
し
時、
拗
め
ざ
る
事
を
悔
ひ、
ま
た
年
老
ひ、
力
弱
く
な
り
ぬ
れ
ば、
若
か
り
し
時
勤
め
ざ
る
班
を
悔
い、
命
終
る
と
き、
悪
相
現
じ
て、
苦
痛
に
せ
め
ら
る
る
時
は、
股
ひ
老・
病
あ
り
と
も、
命
の
あ
り
け
る
時、
な
ど一
善
を
も
な
さ
ざ
り
け
ん
と、
悔
や
し
か
る
べ
し」
と、
若
く
身
体
が
盛
り
で
強
く、
病
気
に
か
か
っ
て
い
な
い
時`
仏
道
修
行
に
精
励
す
べ
き
こ
と
を
勧
進
し、
徒
然
草
四
十
九
段
前
半
の
内
容
と
も
よ
く
合
致
し
て
い
る。
い
ず
れ
に
し
て
も、
梵
舜
本
沙
石
集
で
は
「
古
人
云」
と
す
る
だ
け
で、
そ
の
典
拠
を
明
示
し
て
い
な
い。
「
全
注
釈j
で
は
「
兼
好
は
あ
る
い
は、「
沙
石
集」
の
こ
の
個
所
に
よ
っ
て
書
い
た
か
も
し
れ
な
い」
と
し
つ
つ、
『
婦
元
直
指
集」
の
「
行
脚
求
師
開
示
序」
に
「
古
人
云、
莫
待
老
来
方
学
道、
孤
墳
盛
是
少
年
人」
と
い
う一
文
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し、
無
住
や
兼
好
は
同
嘗
に
「
接
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た」
と
説
い
て
い
る。
一
方、
福
田
秀一
氏
は、
梵
舜
本
沙
石
集
に
「
古
人
云」
と
し
て
記
さ
れ
た
二
句
は、
徒
然
草
の
記
事
と
は
若
干
字
句
に
相
違
は
見
ら
れ
る
も
の
の、
出
所
は
同
じ
と
見
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
と
述
べ、
「
兼
好・
無
住
の
一
方
も
し
く
は
両
方
が、
出
典
な
ど
意
識
せ
ず
に、．
一
種
の
諺
と
し
て
引
用
し
て
い
る
の
で
は
、
．
あ
る
ま
い
か」
と
説
か
れ
て
い
る。
安
良
岡
康
作
氏
が、
無
住
や
兼
好
が
『
帰
元
直
指
集」
に
接
し
た
可
能
性
も
あ
っ
た、
と
推
定
さ
れ
る
そ
の
理
由
は、
同
害
が
宋
の
元
符
二
年
(1
0
九
九
年）
に
没
し
た
円
照
宗
本
（
雲
門
宗）
の
著
作
で
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る。
と
こ
ろ
が、
荒
木
見
悟
氏
の
解
題
に
よ
る
と、
「
帰
元
直
指
集
j
の
作
者
は一
元
宗
本
（
天
台
宗）
と
い
う
明
の
嘉
靖
か
ら
隆
既
年
間
に
か
け
て
活
躍
し
た、
詳
伝
不
明
の
俯
侶
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り、
「
帰
元
直
指
集」
は
明
代
の
瞥
物
で
あ
る
こ
と
が
今
日
通
説
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
注
八〉。
「
帰
元
直
指
集」
は
明
に
成
立
し
た
著
作
で
あ
る
な
ら
ば、
沙
石
集
や
徒
然
草
よ
り
後
に
で
き
た
も
の
と
な
り、
そ
れ
を
徒
然
草
や
沙
石
集
の
出
典
と
し
て
視
る
こ
と
は
で
き
な
い。
他
方、「
帰
元
直
指
集』
に
「
古
人
云」
と
し
て
引
用
さ
れ
る、
「
莫
待
老
来
方
学
道、
孤
墳
盛
是
少
年
人」
と
い
う
文
言
は、
無
住
や
兼
好
の
生
存
時
代
と
ほ
ぽ
瓜
な
る、
ま
た
は
先
立
つ、
南
宋
末
期
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
「
錐
秤
金
剛
経
科
儀』
に
も
見
出
さ
れ
る。
「
鉗
繹
金
剛
経
科
儀
j
は
鳩
摩
羅
什
が
諜
し
た
「
金
剛
般
若
波
羅
密
経」
（
以
下
は
「
金
阿
経」
と
略
称
す
る）
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た、
宝
巻
形
式
の
仏
密
で、
「
錐
積
金
剛
科
俄」
「
金
剛
科
儀
j
「
金
剛
科
j
「
金
阿
宝
巻
j
と
も
呼
ば
れ
て
い
る。
宝
巻
と
は
変
文
に
由
来
す
る
も
の
で、
中
国
の
説
唱
文
学
の一
種
で
あ
る。
唐
の
末
期
に
俗
講
と
呼
ば
れ
る
対
俗
教
化
の
た
め
の
請
唱
形
式
の
説
法
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り、
そ
の
際
に
用
い
る
講
唱
文
を
「
変
文」
と
呼
ぶ。、
宋
奨
宗
の
頃、
変
文
が
禁
止
さ
せ
ら
れ、
そ
れ
以
後
は
説
経、
説
参
請
な
ど
の
講
唱
も
の
の
談
経
系
芸
能
が
流
行
し
て
い
た
が、
こ
れ
は
明
消
に
入
っ
て
宝
巻
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
先
駆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
注
九）。
ま
た、
澤
田
瑞
穂
氏
は、
宝
巻
の
出
現
を
変
文
の
系
謹
だ
け
か
ら
規
定
す
る
よ
り
も、
む
し
ろ
科
儀
書、
壇
儀
聾
懐
法
昏
か
ら
の
転
化
を
も
韮
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る（
注
+〉。
宝
巻
は
散
文
に
よ
る
講
説
の
部
分、
詞
調
名
を
も
つ
曲
詞
の
部
分、
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及
ぴ
五
字・
七
字・
十
字
の
韻
文
部
分
と
い
う、
三
種
の
文
体
が
交
互
に
組
・
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
構
成
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る。
そ
の
内
容
は
仏
教
や
道
．
教
の
教
義
を
説
い
た
も
の、
主
人
公
の
修
行
と
成
仏
の
因
緑
を
語
る
も
の、
各
種
民
間
宗
派
の
布
教
用
の
も
の、
小
説
や
民
間
伝
承
な
ど
の
物
語
を
題
材
に
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
が、
初
期
に
お
い
て
は
体
裁・
内
容
と
も
に
仏
書
の一
種
と
見
る
ぺ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る。
『
館
繹
金
剛
経
科
儀』
（
以
下
は
「
金
剛
科
儀』
と
略
称
す
る）
の
成
立
年代
や
著
者
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
．
が
多
い
も
の
の、
吉
岡
義
棗
氏
は、
培
者
「
隆
興
府
百
福
院
宗
鏡
禅
師」
と
は
五
代
の
高
俯
永
明
延
舟
で
は
な
く、
恐
ら
く
南
宋
末
期
の
人
物
で、
当
該
書
物
は
南
宋
理
宗
淳
祐
年
間
（ー
ニ
四一
1ー
ニ
五
二）
の
成
書
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し、
現
存
宝
巻
の
中
で
き
わ
め
て
格
調
の
高
い
傑
作
で
あ
る
と
い
う
評
を
下
し
て
い
る
（
注
十一
）。
書
名
に
「
科
儀」
と
い
う
語
が
つ
け
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら、
「
金
剛
科
儀」
は
主
に、
法
会
や
壇
儀
の
際
に
唱
誦
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が、
同
皆
に
横
溢
す
る
の
は
浄
土
思
想
と．
無
常
観
の
強
綱
で、
「
未
明
人。
妄
分
三
教。
了
得
底。
同
悟一
心。
若
能
返
照
追
光。
皆
得
見
性
成
佛」
と
い
う
文
言
が
示
す
よ
う
に、
三
教
同
源、
禅
浄一
致
の
思
想
を
も
唱
え
て
い
る
（
注
十
二）。
「
非
エ
リ
ー
ト
階
層」（
注
十
三）
の
聴
衆
を
魅
了
し
引
き
入
れ
る
た
め
に、
「
金
剛
経」
の
経
文
講
説
に
入
る
前
に、
同
書
の
冒
頭
に
は
相当
長文
に
わ
た
っ
て、
弥陀
如
来・
釈
迦
如
来
の
横、
発
願
文や
「
金
剛
経」
の
由
来
や
御
利
益
な
ど
を
唱
え
る
文
段
が
設
け
ら
れ
て
い
る。
そ
こ
に
は、
「
此
経
佛
説
敦
千
年。
無
磁
人
天
得受
偲゚
憶
得
古
人
曾
解
辺。
更
須
會
取
未
聞
前。
人
間
陽
壽
真
難
得。
一
寸
光
拾一
寸
金。
莫
待
老
来
方
學
道。
孤
墳
盛
是
少
年
人。
在
家
菩
薙
智
非
常。
岡
市
叢
中
作
道
場。
心
地
若
能
無
菫
疑。
高
山
平
地
穂
西
方。
金
剛
般
若
證
如
如。
翠
竹
黄
華
滴
路
途。
八
百
餘
家
呈
妙
手。
大
家
依
様
甍
莉
直。」
（
注
十
四）
と
い
う
詩
句
が
見
出
さ
れ
る。
ま
た、
若
干
表
現
上
の
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の
の、
「
金
剛
科
儀』．
の
成
立
前
後
の
書
物
で
は、
前
引
文
の
傍
線
部
と
似
通
っ
て
い
る
文
言
が、
以
下
の
よ
う
に
見
出
さ
れ
る。
「
莫
待
老
来
方
學
道。
要
知
忙
裏
好
倫
閑。」
「
梨
邦
遺
稿」
（
南
宋）
巻
下
（
注
十
五）
「
莫詢老
来方
梨
道。
孤
墳多
是
少
年
人。」
「林
呆
老
人
評
唱
丹
霞
淳
罪
師
頌
古
虚
盆
集」
（
元）
巻六
第
八
十
八
則
梁
山
日
用
（
封
機）
（
注
十
六）
「
死
心
祁
師
道。
世
間
之
人
財
賓
如
山。
要
妾
滴
前。
日
夜
歎
築。
他
盤
不
要
長
生
在
世。
争
奈
前
程
有
限
暗
哀
相
催。
符
到
奉
行
不
容
住
襦。
閥
羅老
子
不
顛
人
情。
焦常
鬼
王
有何
而
目。
且
簸
諸
人
眼
裏
親
見
耳衷
親
聞。
前
街後
巷。
親
情
脊
屡。
朋
友
兄
弟。
強
壮
後
生。
死
郁
多少。
世
人
多
云
待
老
来方
念
佛。
好
教
爾
知。
黄
泉
路
上
無
老
少。
X
待得老。
到
少
年
夭
死
者多
突。
古
人
云。
葵
待
老
来
方
念
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器
勺
乖
．
佛。
孤
瑣
多
是
少
年
人。
」
「
浮
土
或
問
J
(
元）
巻
一
（
注
十
七）
右
に
示
さ
れ
る
よ
う
に、
「
槃
邦
辿
秘』
で
は
「
莫
待
老
来
方
径
迫
」
の
一
句
の
み
記
さ
れ、
「
虚
幽
集」
で
は
誤
字
か
誤
植
の
た
め、
「
英
向
老
来
方
學
追
」
と
な
っ
て
い
る。
「
浄
土
或
問」
で
は
「
学
道」
で
は
な
く、
「
念
佛」
．
と
あ
る
が、
文
慈
が
大
し
て
変
わ
ら
な
い
。
な
お、
死
心
悟
新
は
北
宋
（
仁
宗
股
歴
三
年
1
徽
宗
政
和
五
年）
の
人
物
で、
「
死
心
悟
新
和
師
語
録」
を
著
し
た
が、
こ
の
語
録
に
は
「
浮
土
或
問」
に
引
用
さ
れ
た、
「
世
問
之
人
財
貿
如
山
」
云
々
と
の
文
酋
が
見
当
た
ら
ず、
「
古
人」
も
誰
の
こ
と
か
明
ら
か
で
な
い
。
以
上
の
炎
科
に
限
っ
て
み
れ
ば、
出
典
を
限
定
す
る
の
が
や
や
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が、
宋
か
ら
元
に
か
け
て
い
く
つ
か
の
仏
書
に
極
め
て
類
似
す
る
表
現
が
見
出
さ
れ
る
こ
と、
ま
た、
「
金
剛
科
儀
j
そ
の
も
の
が
対
俗
教
化
の
た
め
の
講
説
用
テ
キ
ス
ト
で、
い
わ
ば
「
金
剛
経』
の
注
釈
牲
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
忠
物
自
ら
の
性
質
な
ど
を
踏
ま
え
て
考
え
て
み
る
な
ら
ば、
「
莫
待
老
来
方
學
道。
孤
墳
盛
是
少
年
人」
之
ぃ
う
文
言
は
恐
ら
く、
遅
く
て
も
南
宋
ま
で
に
す
で
に
あ
る
程
度
中
国
に
広
く
受
容
さ
れ、
流
行
っ
て
い
た
語
で
あ
る
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う。
ま
た、
「
浮
土
或
問」
の
前
引
文
と
ほ
ぼ
同
様
な
文
言
は、
『
帰
元
直
指
集」
「
行
脚
求
師
開
示
序」
や
「
浄
土
決
j
を
は
じ
め
と
す
る、
明
以
降
の
浄
土
信
仰
関
係
の
仏
術
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
事
実
（
注
十
八）
か
ら
み
て、
は
じ
め
は
禅
や
浄
土
関
係
の
掛
物
に
よ
く
取
り
入
れ
ら
れ、
説
法
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て、
当
該
文
言
は
主
に
浄
土
宗
に
好
ま
れ
て
摂
九）
取
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う。
四
十
九
段
の
[
老
来
てヽ
始
て
逍
を
行
ぜ
む
と
待
こ
と
な
か
れo
古
き
塚
は
多
く
こ
れ
少
年
の
人
な
り」
と
い
う
冒
頭
の
一
文
は
明
ら
か
に
漢
藉
か
仏
典
等
の
章
句
を
読
み
下
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が、
そ
の
原
典
と
な
る
も
の
は
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る。
し
か
し、
前
述
し
た、
中
国
に
お
け
る
「
葵
待
老
来
方
卑
道。
孤
墳
血
是
少
年
人」
と
い
う
文
留
の
受
容
・
流
布
状
況
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て
考
感
す
る
な
ら
ば、
当
該
文
言
は
禅
学
と
と
も
に
日
本
に
い
ち
早
く
将
来
し
た
と
思＂
加
さ
れ
て
よ
い
の
で
あ
っ
て
（
注
十
、
福
田
氏
が
習
わ
れ
る
よ
う
に、
当
該
文
酋
は
鎌
倉
時
代
に
は
仏
者
の
間
で
胎
炎
し
て
い
て、
兼
好
が
一
種
の
諺
と
し
て
そ
の
文
句
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
大
い
に
あ
る
の
で
あ
る。
ま
た、
梵
舜
本
沙
石
集
·
徒
然
草
と
も
に
「
語
序
と
し
て
や
や
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
の
も、
耳
で
記
憶
し
た
と
こ
ろ
を
文
字
に
記
し
た
た
め
に
」
発
生
し
た
と
す
る
福
田
氏
の
見
方
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う。
と
こ
ろ
が、
梵
舜
本
沙
石
集
の
記
事
と
徒
然
草
四
十
九
段
の
阿
頭
文
と
を
よ
く
比
較
し
て
み
る
と、
両
者
に
若
干
の
語
洞
の
違
い
が
あ
る。
す
な
わ
ち、
梵
舜
本
沙
石
染
の
「
道
ヲ
学
七
ン
ト
云
事
ナ
カ
レ
」
と
す
る
部
分
が、
徒
然
草
で
は
「
道
を
行
ぜ
む
と
待
こ
と
な
か
れ
」
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り、
股
密
に
考
え
て
み
る
な
ら
ば、
語
序
と
し
て
不
自
然
な
の
は
徒
然
箪
の
み
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。
梵
舜
本
沙
石
集
の
記
事
を
漢
文
に
杏
き
直
し
て
み
る
と、
「
老
来
葵
云
初
学
追」
と
な
り、
漢
文
と
し
て
や
や
瑕
迎
が
あ
り、
美
文
と
は
い
え
な
い
も
の
の、
文
意
が
ま
っ
た
く
通
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
方、
徒
然
草
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四
十
九
段
の
冒
頭
文
を
漢
文
に
害
き
換
え
る
と、
「
老
来
莫
待
始
行
迫」
と
な
り、
漢
文
と
し
て
は
成
立
し
が
た
い。
仏
典
や
漢
籍
な
ど
に
典
拠
が
求
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
不
自
然
な
語
序
に
拘
泥
せ
ず
に、
兼
好
が、
「
老
来
て、
始
て
道
を
行
ぜ
む
と
待
こ
と
な
か
れ」
と
街
き
記
し
た
そ
の
背
扱
に
は、
恐
ら
く
中
国
で
し
ば
し
ば
講
唱
さ
れ
て
き
た
「
葵
待
老
来
方
學
道。
孤
瑣
盛
是
少
年
人」
と
い
う
文
言
が
日
本
に
お
い
て
も
広
く
享
受
さ
れ、
諺
と
し
て
相
当
流
行
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う。
な
お、
梵
舜
本
の
小
疵
を
補
綴
す
る
か
の
よ
う
に、
当
骸
文
酋
は、
内
閣
本
沙
石
集
で
は
「
古
人
云、「
英レ
道
老
来テ
（
初）
学レトハ
道。
古
墳
多ハ
是
少
年
1
人」。」、
古
活
字
本
沙
石
集
で
は
「
古
人
云
莫
道
老
来
初
挫道
古
墳
多
是
少
年
人
ナ
リ
ト」
と
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る。
ま
た、
米
沢
本・
元
応
本
沙
石
集
で
は
と
も
に、「
老
を
待
っ
半
な
か
れ。
古
墳
多
く
は
こ
れ
少
年
の
人
な
り」
の
如
く、
略
記
さ
れ
て
い
る
の
は
低
然
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る。
無
住
は
恐
ら
く、
一
植
の
諺
と
し
て
仏
者
の
間
で
胞
炎
し
て
い
た
詩
句
に
酋
葉
綴
り
の
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
り、
そ
の
故
に、
「
古
人
云」
と
し
て
そ
れ
を
引
用
す
る
の
を
回
避
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
か
ろ
う。
梵
舜
本・
内
閣
本・
古
活
字
本
の
当
該
記
事
は、
最
晩
年
ま
で
無
住
自
ら
の
改
稿
か、
後
人
が
杏
き
写
す
そ
の
度
に
添
削
の
手
を
加
え
て
い
た
結
呆
と
み
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う。
二
徒
然
草
四
十
九
段
に
は
先
述
し
た
よ
う
に、
冒
頻
部
の
前
引
文
以
外
に
も、
嘉
祥
大
師、
同
法
の
119
の、
学
問
を
の
み
宗
と
し
て、
作
行
の
疎
か
な
る
を
戒
め
て
云
は
く、
「
百
年
の
命、
朝
露
に
緩
か
ら
ず。
須
く
道
の
急
を
存
ず
べ
し。
緩
く
す
べ
き
所
を
急
に
す
べ
し。
急
に
す
べ
き
所
を
緩
く
す。
9立、
一
生
自
ら
誤
ま
れ
る
に
非
ざ
ら
ん
耶」。
文
の
意
は、
学
は
行
の
為
な
り、
緩
か
る
べ
し。
行
は
出
離
の
要
な
り、
急
に
す
べ
し
と
戒
む
る
な
り。
沙
石
梨
と
の
共
通
記
事
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
叙
述
を
見
出
し
得
る。
命
終
に
際
し
て
は
じ
め
て
過
去
の
修
行
の
怠
悛
を
後
悔
し
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
冒
頭
の
文
章
を
受
け
て、
次
の
段
落
で
は
無
常
の
自
従
こ
そ
仏
道
精
進
の
原
動
力
で
あ
る
と
述
ぺ`
命
終
の
際
に
後
悔
を
し
な
い
よ
う
に、
い
ち
早
＜
仏
道
修
行
を
始
め
る
こ
と
を
勧
め
る
が、
「
速
や
か
に
す
べ
き
こ
と
を
緩
く
し、
緩
く
す
べ
き
こ
と
を
急
ぎ
て、
過
ぎ
に
し
こ
と
の
く
や
し
き
な
り」
と
い
う一
文
と
か
な
り
類
似
す
る
表
現
が、
「
拾
逍
抄
j
が
指
摘
し
た
通
り、
沙
石
染
巻
六
の
七
「
説
経
師
の
盗
賊
に
値へ
る
事」
に
以
下
の
如
く
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る。
当
該
説
話
で
は、
「
百
年
の
命、
朝
露
に
緩
か
ら
ず。
須
＜
辺
の
急
を
存
ず
べ
し。
緩
く
す
べ
き
所
を
急
に
す
べ
し。
急
に
す
べ
き
所
を
緩
く
す。
翌、
一
生
自
ら
誤
ま
れ
る
に
非
ざ
ら
ん
耶」
と
い
う
嘉
祥
大
師
の
言
を
引
き、
学
問
よ
り
「
行」、
つ
ま
り
仏
道
の
実
践
の
煎
要
性
を
語
っ
て
い
る
が、
そ
の
文
意
と
言
辞
は、
仏
道
の
修
行
を
勧
め
る
徒
然
京
四
十
九
段
の
趣
旨
及
び「
辿
や
か
に
す
べ
き
こ
と
を
緩
く
し、
緩
く
す
べ
き
こ
と
を
急
ぎ
て
云
」々
と
い
う
叙
述
と
よ
く
似
通
っ
て
い
る。
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四
十
九
段
は
兼
好
の
仏
道
精
進
の
覚
悟
を
直
示
す
る
章
段
と
し
て
徒
然
草
中
に
初
出
の
位
置
を
占
め
る
が、
沙
石
集
と
の
関
述
を
二
箇
所
ほ
ど
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る。
巻
六
の
七
「
説
経
師
の
盗
賊
に
値へ
る
事」
は
盗
賊
に
会
っ
た
説
経
師
や
玄
哭
三
蔵
な
ど
の
説
話
を
例
に
引
き、
現
世
は
筵
光
朝
露
の
よ
う
な
は
か
な
い
も
の
で
す
ぐ
に「
発
心
し
て」
「
道
行
を
急
ぐ
べ
し」
と
い
う
こ
と
を
唱
え
る一
話
で
あ
る
が、
無常
の
自
覚
の
上
に
発
心
を
勧
進
す
る
本
話
の
主
旨
は、
無
常
迅
速
の
現
世
ゆ
え
に
万
事
を
捨
て
て
仏
道
修
行
の
道
に
就
く
べ
き
こ
と
を
力
説
す
る
徒
然
草
四
十
九
段
の
内
容
と
よ
く一
致
し
て
い
る。
上
引
し
た
嘉
祥
大
師
の
文
言
に
つ
い
て、
新
網
8
本
古
典
文
学
全
集
「
沙
石
集
j
の
頭
注
で
は
出
典
未
詳
と
す
る
が、
当
該
記
事
と
四
十
九
段
の
前
引
文
と
は
叙
事
の
し
方
が
よ
く
似
通
っ
て
お
り、
文
の
趣
旨
ま
で一
致
す
る
こ
と
を
念
頭
に
盤
い
て
考
慮
す
る
な
ら
ば、
四
十
九
段
の
「
速
や
か
に
す
べ
き
こ
と
を
緩
く
し、
緩
く
す
べ
き
こ
と
を
急
ぎ
て、
過
ぎ
に
し
こ
と
の
く
や
し
き
な
り」
と
い
う
叙
述
は、
沙
石
集
に
引
用
さ
れ
た
嘉
祥
大
師
の
言
辞
を
踏
ま
え
て
発
想
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る。
ま
た、
嘉
祥
大
師
の
説
示
を
引
い
た
後
に「
文
の
意
は」
と
し
て、
「
学」
よ
り
も
「
行」
を
「
急
に
す
べ
し」
こ
と
の
匪
要
性
を
唱
え
る
無
住
自
ら
の
解
説
と、
徒
然
草
四
十
九
段
冒
頭
文
と
の
関
連
性
も
無
視
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う。
仏
者
の
間
で一
種
の
諺
と
し
て
胞
灸
し
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る、
「
莫
待
老
来
方
學
道」
と
い
う
文
酋
を、
兼
好
は
肝
心
な
動
詞
の
部
分
を
苔
き
換
え、
仏
道
を
受
動
的
に
「
学」
ぶ
で
は
な
く、
能
動
的
に
「
行」
う
も
の
で
あ
る
と
強
調
す
る。
そ
の
叙
述
に
は、
無
常
の
世
に
対
し
て
い
ち
早
く
仏
道
を
実
行
せ
よ
と
い
う
兼
好
の
仏
道
精
進
の
党
悟
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず、
沙
石
集
巻
六
の
七
に
述
べ
ら
れ
る、
嘉
祥
大
師
の
上
引
文
に
対
し
て
の
憮
住
の
釈
文
か
ら
示
唆
を
得
て
の
所
為
で
あ
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る。
以
上
に
検
討
し
て
き
た
如
く、
徒
然
草
四
十
九
段
に
は
沙
石
集
と
の
関
連
記
事
が
二
箇
所
認
め
ら
れ、
両
害
は
仏
道
勧
進
と
い
う
主
題
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と、
ま
た
兼
好
と
無
住
と
は
と
も
に
同
じ
時
代
を
生
き
て
共
通
の
地
緑
を
有
し
て
い
た
こ
と
（
注
二
十）
な
ど
の
平
柄
を
併
せ
て
考
え
て
み
る
と、
兼
好
は
自
身
の
経
験
や
心
証
に
基
づ
い
て
四
十
九
段
に
無
常
の
自
党、
仏
道
の
精
進
を
唱
え
た
の
で
あ
ろ
う
が、
自
己
の
論
理
を
強
化
す
る
た
め
に
啓
蒙
的
仏
教
説
話
集
と
し
て
当
時
流
布
し
て
い
た
沙
石
集
に
引
か
れ
た
文
言
を
借
用
し、
し
か
も
沙
石
集
と
同
様
の
モ
チ
ー
フ
の
も
と
で
ご
く
自
然
に
そ
れ
を
自
ら
の
文
章
の
中
に
組
み
入
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
、
つ
。
三
五
十
八
段
は
仏
道
修
行
の
衣
食
住
の
生
活
面
を
問
題
に
し
て
現
実
的
な
綸
を
展
開
し
て
い
る
が、
「
心
は
緑
に
引
か
れ
て
移
る
物
な
れ
ば、
閑
か
な
ら
で
は、
道
は
行
じ
が
た
し」
と
述
べ
る
よ
う
に、
「
閑
居」
の
必
要
性
を
カ
説
し
て
い
る。
本
段
の
「
何
の
興
あ
り
て
か、
朝
夕
君
に
仕
へ、
家
を
顧
み
る
営
み
の
い
さ
ま
し
か
ら
む」
と
い
う
叙
述
が、
沙
石
集
巻
三
の一
「
粛
狂
人
が
利
口
の
事」
に
見
出
さ
れ
る
勝
軍
禅
師
の
「
人
の
禄
を
愛
す
れ
ば
人
の
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事
を
憂
ふ。
生
死
の
身
に
纏
榮
せ
る
を
断
た
ん
と
思
ふ
い
そ
ぎ
あ
り。
何
の
い
と
ま
あ
り
て
か
君
に
仕
ま
つ
ら
む
J
と
い
う
発
言
と
か
な
り
近
似
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
近
代
の
徒
然
草
注
釈
書
に
注
意
さ
れ、「
諸
注
集
成」
は「
あ
る
い
は、
こ
の
説
話
を
兼
好
も
知
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か」
と
推
測
し
て
い
る
（
注
二
十一
）。
同
段
の
末
尾
に
お
い
て
「
菩
提
に
赴
か
ざ
る
は、
よ
ろ
づ
畜
類
に
は
変
る
所
あ
る
ま
じ
く
や」
と
の
よ
う
に、
人
に
生
ま
れ
て
仏
道
の
修
行
を
せ
ず
に
い
る
の
は
「
畜
類」
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
説
く
兼
．
好
の
峻
厳
な
口
吻
と、
沙
石
集
巻
六
の
七
「
説
経
師
の
盗
賊
に
値
へ
る
事」
に
引
か
れ
る
「
六
根
を
具
し、
智
恵
さ
か
し
く
と
も、
仏
道
を
行
ぜ
ず
し
て、
偏
へ
に
今
生
の
如
く
安
楽
な
ら
ん
と
思
は
ば、
畜
類
に
異
ら
ず」
と
い
う
竜
樹
の
戒
め
と
は、
そ
の
趣
旨
な
り
叙
述
な
り
よ
く一
致
し
て
い
る
の
も
自
明
で
あ
る
（
注
二
十
二）。
ま
た、
本
段
の
前
半
に
お
い
て
兼
好
は、
求
道
心
さ
え
あ
れ
ば
住
む
場
所
は
関
係
し
な
い
と
い
う
安
易
な
考
え
方
に
批
判
を
呈
す
る
が、
稲
田
利
徳
氏
は
沙
石
集
巻
十
本
の一
「
浄
土
房
遁
世
の
事」
の
「
是
程
の
遁
世
は
か
た
く
と
も、
志
誠
あ
ら
ば、
身
は
家
を
出
ず、
形
は
世
に
随
ふ
と
も、
誠
の
信
心
深
く
し
て、
様
土
を
厭
ふ
心
も
深
く、
浄
土
を
願
ふ
思
ひ
も
切
な
ら
ば、
往
生
の
預
み
も
あ
る
べ
し
j
と
い
う
記
事
を
引
き
つ
つ、
外
見
上
は
世
俗
の
事
に
従っ
て
も、
信
心
が
深
け
れ
ば
往
生
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
安
易
な
逸
世
を
考
え
た
人
は、
当
時
に
あ
っ
て
は
「
相
当
数
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う」
と
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
（
注
二
十
三）。
徒
然
草
七
十
五
段
は
閑
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
の
勧
め
を
説
く、
閑
寂
を
志
向
す
る
兼好
の
心
境
が
も
っ
と
も
顕
著
に
窺
え
る
章
段
で
あ
る。
冒
頭
に
「
つ
れ
づ
れ」
を
苦
に
す
る
俗
人
を
否
定
し
て、
「
ま
ぎ
る、
方
な
く、
た
ゞ
ひ
と
り
あ
る」
境
地
を
積
極
的
に
肯
定
し、
本
段
の
主
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る。
章
段
の
末
尾
に
お
い
て
「
摩
討
止
観』
の
文
言
を
借
用
し
つ
つ、「
ま
こ
と
の
道
を
知
ら」
ざ
る
世
間
の
人
に
対
し
て、
「
身
を
閑
か
に
し」
「
心
を
安
く」
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
し
ば
ら
く
楽
し
む」
こ
と
で
あ
る
と
説
き、
世
間
の
俗
事
に
煩
わ
さ
れ
な
い
で
閑
居
す
る
こ
と
の
意
義
を
再
強
調
す
る。
安
良
岡
康
作
氏
は
末
尾
の
記
事
に
つ
い
て、
「
止
観』
の
説
く
所
を
祖
述
し
た
も
の
で
は
な
く、
自
己
の
述
懐
を主
と
し
て、
そ
れ
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
引
用
し
て
い
る」
と
述
べ
つ
つ、
沙
石
集
巻
六
の
七
「
説
経
師
の
盗
賊
に
値
へ
る
事」
の
記
事
内
容
と
の
類
似
性
に
も
注
目
さ
れ、
「
あ
る
い
は
当
該
の
個
所
等
が
兼
好
を
し
て
「
止
観j
に
関
心
を
持
た
せ
る
に
至
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
注
二
十
四）。
ま
た、
「
い
ま
だ
ま
こ
と
の
道
を
知
ら
ず
と
も、
緑
を
離
れ
て、
身
を
閑
か
に
し、
事
に
与
ら
ず
し
て、
心
を
安
く
せ
む
こ
そ、
し
ば
ら
く
楽
し
む
と
も
酋
ひ
つ
べ
け
れ」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
も、
安
良
岡
氏
は、
流
布
本
沙
石
集
巻
四
の
七
「
道
人
可
捨
執
滸
事」
に
見
出
さ
れ
る
「
サ
レ
ハ
古
ノ
賢
人
世
ニ
ッ
カ
ヘ
ス
シ
テ
心
ヲ
ヤ
ス
ク
シ、
オ
ノ
レ
カ
道
ヲ
ヤ
シ
ナ
フ」
や
「
身
シ
ッ
カ
ニ
心
ヤ
ス
ク
シ
テ、
修
行
ノ
功
ヲ
ツ
マ
ン
ハ
カ
リ、
人
身
ノ
思
出
ア
ラ
シ
カ
シ」
な
ど
の
叙
述
を
参
考
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る。
迅
世
を
勧
め、
仏
道
修
行
に
お
け
る
在
所
の
寂
静
の
必
要
性
を
述
ぺ
る
徒
然
草
第
五
十
八
段
と、
緑
務
か
ら
離
れ
「
身
を
閑
か
に
j
「
心
を
安
く」
す
る
こ
と
こ
そ
が
安
楽
で
あ
る
と
説
く
第
七
十
五
段
は、
両
段
と
も
「
身
心
の
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安
静
境」
「
生
活
の
閑
暇
境」
を
主
題
と
す
る
章
段
で
あ
る
が、
如
上
の
諸
注
釈
杏
が
指
摘
し
た
通
り、
沙
石
集
と
の
関
連
は
様
々
な
形
で
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る。
先
行
研
究
の
指
摘
に
加
え
て
本
稿
で
は、
沙
石
集
巻
四
の
七「
道
に
入
り
て
は
執
箔
を
棄
つ
べ
き
事」、
巻
九
の
二
十
五
「
先
世
坊
の
事j‘
巻
十
本
の
四
「
俗
士、
遁
世
し
た
り
し
事」
の
三
話
に、
兼
好
が
徒
然
草
五
十
八
段
及
び
七
十
五
段
に
お
い
て
勧
奨
す
る
「
心
身
の
閑
寂
境」
と
類
似
す
る
記
述
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い。
沙
石
集
巻
四
の
七
「
道
に
入
り
て
は
執
溶
を
棄
つ
べ
き
事」
と
の
関
連
が
留
意
さ
れ
る
記
事
を、
徒
然
草
九
十
八
段
の
椛
汰
瓶
の
条
と、
百
四
十
二
段
の
「
世
を
捨
て
た
る
人
の
す
る
す
み
な
る
が」
の
条
の
二
筐
所
に
見
出
し
得
る
こ
と
は、
早
く
『
寿
命
院
抄」
以
来
の
徒
然
草
諸
注
釈
魯
に
指
摘
さ
れ
て
い
る。
沙
石
集
の
当
該
説
話
は
冒
頭
に
法
然
と
春
乗
房
と
の
会
話
を
記
し
て
い
る
が、
「
秦
太
瓶ー
つ
な
り
と
も、
執
心
と
ど
ま
ら
ん
物
は
棄
つ
べ
し
と
こ
そ、
心
得
て
侍
れ
」
と
い
う
春
乗
房
の
発
酋
が
『一
言
芳
談」
に
収
録
さ
れ
て
お
り、
徒
然
草
九
十
八
段
に
も
記
さ
れ
て
い
る。
後
半
部
に
は
「
匹
如
身
後
有
何
事。
応
向
人
間
無
所
求」
と
い、
つ白
楽
天
の
詞
を
引
用
し
つ
つ、「
身
を
捨
て
や
り
ぬ
れ
ば、
求
む
る
所
も
少
な
く、
煩
ひ
も
な
く、
欲
も
な
く、
．
心
安
し」
と
い
う
道
理
を
心
得
る
な
ら
ば
「庶
討
止
観
j
を
全
部
理
解
し
た
•
と
す
る
明
禅
法
印
の
「
止
観」
談
義
を
記
す。
従
来
の
徒
然
草
注
釈
害
が
当
該
説
話
に
現
わ
れ
る
「
す
る
す
み」
と
い
う
詞
と
百
四
十
二
段
の
「
世
を
捨
て
た
る
人
の
す
る
す
み
な
る
が」
と
い
う
叙
述
と
の
類
似
を
指
摘
し
て
き
た
が、
本
稿
で
は
同
話
の
『
止
観」
談
義
の
後
に
無
住
が、
実
に、
事
少
な
け
れ
ど
も
心
安
く、
情
忘
れ
ぬ
れ
ば
煩
ひ
う
す
き
事
に
て、
身―
つ
は
な
に
と
な
く
養
ひ
安
く
過
ぎ
や
す
し。
人
の
世
に
あ
り
て、
宮
貿
に
ほ
こ
り、
栄
花
を
愛
す
る
を
見
る
に、
苦
を
以
て
楽
と
し、
煩
ひ
を
以
て
栄
と
思
へ
り。
身
大
き
な
れ
ば
事
し
げ
く、
煩
ひ
多
し。
人
の
煩
ひ
を
請
け
取
り
て、
上
に
仕
へ
下
を
顧
み、
静
か
な
ら
ざ
る
を
以
て
栄
と
思
へ
り。
身
も
安
く
心
も
の
ど
か
な
る
を、
楽
と
も
知
ら
ざ
る
な
り。
楽
天
の
曰
く、
「
富
費
に
し
て
亦
苦
有
り、
苦
は
心
の
危
憂
に
在
り、
貧
賤
に
し
て
も
亦
楽
有
り。
楽
は
身
の
自
由
に
在
り」
と
云
へ
り。
実
に
心
も
苦
し
く
身
も
危
く
ば、
何
の
楽
も
よ
し
な
し。
林
下
の
貧
道
の
風
月
に
隣
き、
法
味
を
嘗
ひ
て一
生
を
送
り、
解
脱
を
期
し、
世
上
を
幻
の
如
く
思
ひ、
身
心
を
夢
の
如
く
思
へ
る
は、
当
時
も
身
も
安
く、
後
生
も
憑
あ
ら
ん。
賢
首
の
日
く、
「
真
楽
は
本
よ
り
有
る
を、
失
な
ひ
て
而
も
知
ら
ず、
妄
苦
は
本
よ
り
空
な
る
を、
得
て
而
も
覚
ら
ず」
と。
光
明
皇
后
の
御
策
に、
内
裡
の
屏
風
に
杏
き
給
へ
る
と
か
や、
「
渚
貧
は
常
に
楽、
濁
福
は
常
に
憂
ふ」
と
云
へ
り。
（
中
略）
栄
枯
事
過
ぎ
ぬ
れ
ば、
皆
夢
の
如
し。
憂
喜
心
に
忘
れ
て、
空
門
を
学
ぶ
べ
き
な
り。
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し、
徒
然
草
七
十
五
段
に
見
ら
れ
る
「
心
身
の
閑
静」
を
璽
視
す
る
兼
好
の
思
考
と
の
同
質
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
沙
石
集
j
の
頭
注
で
は、
前
掲
し
た
白
楽
天
の
詩
句
は、
沙
石
集
巻
十
本
や
「
聖
財
集』
「
雑
談
集
j
な
ど
で
も
繰
り
返
し
引
用
さ
れ
る
も
の
で、
無
住
自
身
の
思
想
の
根
幹
に
あ
っ
た
考
え
方
を
表
す
も
の
と
注
し
で
い
る
（
注
二
十
五）
が、
「
賽
少
な
け
れ
ど
も
心
安
く、
情
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忘
れ
ぬ
れ
ば
煩
ひ
う
す
き
事
に
て、
身
l
つ
は
な
に
と
な
く
養
ひ
安
く
過
ぎ
や
す
し」
と
説
き、
物
事
に
煩
わ
さ
れ
ず
身
l
つ
で
過
ご
す
こ
と
を
よ
し
と
．
す
る
無
住
の
考
え
方
は、
徒
然
草
七
十
五
段
の
「
つ
れ
ん＼
わ
ぶ
る
人
は
い
か
な
る
心
な
ら
む。
ま
ぎ
る
、
方
な
く、
たゞ
ひ
と
り
あ
る
の
み
ぞ
よ
き」
と
い
う
冒
頭
文
の
趣
旨
と
通
ず
る
部
分
が
少
な
く
な
い。
ま
た、
「
人
の
煩
ひ
を
請
け
取
り
て、
上
に
仕
へ
下
を
顧
み、
静
か
な
ら
ざ
る
を
以
て
栄
と
思
へ
り。
打
も
安
く
心
も
の
ど
か
な
る
を、
楽
と
も
知
ら
ざ
る
な
り」
の
如
く、
「
身
も
安
く
心
も
の
ど
か
な
る」
と
い
う
状
態
を
「
楽」
と
捉
え
る
無
住
の
思
想
と、
「
い
ま
だ
ま
こ
と
の
道
を
知
ら
ず
と
も、
縁
を
離
れ
て、
身
を
閑
か
に
し、
事
に
与
ら
ず
し
て、
心
を
安
く
せ
む
こ
そ、
し
ば
ら
く
楽
し
む
と
も
言
ひ
つ
ぺ
け
れ」
と
述
ぺ
て、
「
緑
を
熊
れ
て、
身
を
閑
か
に
し、
事
に
与
ら
ず
し
て、
心
を
安
く
せ
む」
こ
と
に
生
の
充
足
を
見
出
す
兼
好
の
も
の
の
考
え
方
の
間
に
は
柑
応
の
近
似
を
認
め
得
る
で
あ
ろ
う。
当
該
説
話
の
末
尾
に
無
住
は
賢
首
の
詞
や
光
明
皇
后
の
築
に
よ
る
成
句
を
引
用
し、
人
生
の
栄
枯
盛
哀
が
す
べ
て
夢
の
よ
う
で
あ
っ
て、
憂
い
も
喜
び
も
忘
れ
て、
空
門
を
学
ぶ
べ
し
と
い
う
結
論
を
出
す。
賢
首
の
「
真
楽
は
本
よ
り
有
る
を、
失
な
ひ
て
而
も
知
ら
ず、
妄
苦
は
本
よ
り
空
な
る
を、
得
て
而
も
覚
ら
ず」
と
い
う
文
言
の
典
拠
は
未
詳
で
あ
る
が、
「
真
楽
は
本
よ
り
有
る
を、
失
な
ひ
て
而
も
知
ら
ず」
の一
文
と
七
十
五
段
末
尾
の
「
い
ま
だ
ま
こ
と
の
道
を
知
ら
ず
と
も、
緑
を
離
れ
て、
身
を
閑
か
に
し、
事
に
与
ら
ず
し
て、
心
を
安
く
せ
む
こ
そ、
し
ば
ら
く
楽
し
む
と
も
酋
ひ
つ
ぺ
け
れ」
と
い
う
叙
述
と
の
思
想
上
の
相
関
性
に
留
意
さ
れ
た
い。
賢
首
が
い
う
「
真
楽」
と
は
恐
ら
く
仏
道
に
お
け
る
悟
り、
菩
提
の
境
地
（
注
二
十
六）
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が、
徒
然
草
七
十
五
段
で
は
「
ま
こ
と
の
道」
が
理
解
で
き
ず、
か
か
る
「
真
の
悟
り」
「
真
の
楽」
に
到
達
で
き
な
い
世
俗
の
人
に、
身
心
の
安
楽
を
保
て
ば
「
し
ば
ら
く」
の
間
で
も
「
楽」
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る。
「
異
楽」
の
境
地
を
求
め、
も
っ
ば
ら
仏
道
修
行
の
道
に
入
る
こ
と
を
勧
め
る
無
住
と
ち
が
っ
て、
兼
好
は
あ
く
ま
で
現
世
に
お
け
る
「
心
身
の
閑
寂」
を
重
視
す
る
の
で
あ
る。
名
利、
栄
華、
恩
愛
な
ど
に
束
縛
さ
れ
ず
自
由
な
身
で
い
る
の
を
「
楽」
と
す
る
無
住
の
思
想
は、
沙
石
集
巻
九
の
二
十
五
「
先
世
坊
の
事」
と
巻
十
本
の
四
「
俗
士、
遁
世
し
た
り
し
軍」
に
も
窺
い
見
る
こ
と
が
で
き
る。
巻
九
の
二
十
五
「
先
世
坊
の
事」
の
前
半
部
で
は
先
世
房
や
漢
朝
北
斐
の
故
事、
老
子
の
詞
を
以
て
物
事
に
は
必
ず
損
得
両
面
が
あ
る
と
の
道
理
を
述
ぺ、「
人
の
習
ひ、
得
を
愛
し
て
失
を
憎
み
て、
得
を
弁へ
ざ
る
は
返
々
も
愚
か
な
り」
と
す
る。
無
住
は
得
失
の
境
を
超
越
で
き
な
い
世
俗
の
人
が
よ
き
「
牛
馬
六
畜`
資
財
雑
具
等」
を
喜
ぶ
が、
「
宮
貴
な
る
は
失
多
し」、
「
貴
き
時
は
憂
ふ
る
革
多
し」、
財
物
よ
り
身
心
の
安
楽
を
優
先
す
べ
き
こ
と
を
説
く。
そ
こ
に、実
に
も
富
貨
な
れ
ば
身
苦
し
み、
危
ふ
く
し
て、
常
に
足
ら
ず、
竜
の
頭
多
け
れ
ば、
苦
し
み
の
多
き
が
ご
と
し。
財
多
く、
禄
多
け
れ
ば、
身
苦
し
き
事
な
り。
（
中
略）
さ
れ
ば、
財
は
身
の
た
め
な
り。
g
は
心
を
主
と
す。
財
多
く
と
も、
身
失
す
ぺ
く
は
由
な
し。
身
楽
し
く
と
も、
心
苦
し
く
は
何
か
せ
ん。
た
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心
を
安
く
し、
身
を
自
由
な
る、
こ
れ
今
生
も
楽
し
む
な
り。
身
心
共
に
安
き
を
便
と
し
て、
仏
法
の
修
行
も
思
ひ
染
む
べ
し。
貨
を
安
く
し、
罪
少
な
く、
心
安
く、
身
閑
に
し
て、
仏
法
を
行
ぜ
む
ば
か
り、
人
身
の
思
ひ
出
あ
ら
じ
か
し。
寒
山
子
の
云
は
く、
「
干
金
の
宝
を
溝
つ
と
云
ふ
と
も、
林
下
の
貧
に
は
し
か
じ
」。
古
人
の
云
は
く、
「
道
を
学
せ
ん
と
欲
せ
ば
貧
を
学
ぶ
べ
し。」
（
中
略）
「
六
根
全
く
具
し、
智
鑑
明
利
な
り
と
も、
普
事
を
ば
修
せ
ず
は、
徒
ら
に
人
身
を
受
け
た
る
な
り。
禽
獣
も
五
欲
の
楽
を
受
く。
し
か
も
方
便
し
て、
善
を
修
せ
ず。
人
身
を
受
け
な
が
ら、
道
行
を
修
ぜ
ず
は、
禽
獣
に
何
ぞ
異
な
ら
ん
」
と
云
へ
り•
（
中
略）
国
に
仕
へ
、．
家
を
持
つ
は、
身
も
心
も
苦
し。
さ
れ
ば、
勝
軍
論
師
は、
国
の
師
と
な
さ
る
べ
か
り
し
を
辞
し
申
し、
詞
に
云
は
く、
「
人
の
禄
を
受
け
ぬ
れ
ば、
人
の
事
を
憂
ふ。
生
死
纏
禁
を
断
た
ん
と
思
ふ
い
そ
ぎ
あ
．
り。
何
の
暇
あ
り
て
か、
君
に
仕
へ
ん
」
と
云
へ
り。
誠
な
る
か
な
や、
こ
の
詞。
と
い
う
記
事
が
存
す
る。
無
住
は
「
心
を
安
く
し、
身
を
自
由
な
る」
こ
と
を
「
今
生
も
楽
し
む
」
と
し
つ
つ
も、
さ
ら
に
心
身
の
安
楽
を
緑
と
し
て
仏
・
道
修
行
に
赴
く
こ
と
を
勧
め
て
い
る。
ま
た、
巻
十
本
の
四
「
俗
士、
遥
世
・
□
し
た
り
し
事」
に
は、
身
貧
し
く
と
も、
心
安
く
は
楽
な
る
べ
し。
（
中
略）
身
も
暇
な
く、
心
も
隙
な
け
れ
ば、
仏
法
修
行
の
志
も
立
ち
難
く
し
て、
浄
土
菩
提
の
浮
業
も
成
し
が
た
し。
今
生
後
生
の
楽
し
み
無
き
は、
た
だ
身
大
き
に
世
に
あ
る
人
な
り。
賢
迎
の
門
に
入
り
て、
倣
か
に
寒
を
防
ぎ、
飢
ゑ
を
休
め
て、
心
安
く
身
自
在
に
し
て、
一
生
を
送
ら
ん
と
思
ふ、
ま
め
や
か
に
賢
き
心
な
り。
（
中
略）
さ
れ
ば、
心
の
安
く、
恩
ふ
事
な
き
程
の
楽
し
み
は
な
し。
た
だ
こ
の
世
に
心
安
き
の
み
に
あ
ら
ず、
罪
焦
く
妄
念
な
く
し
て、
仏
道
に
修
行
せ
ば、
当
来
頼
も
し。
と
い
う
綸
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る。
「
身
貧
し
く
と
も、
心
安
く
は
楽
な
る
べ
し
」、
「
賢
遥
の
門
に
入
り
て、
僅
か
に
寒
を
防
ぎ、
飢
ゑ
を
休
め
て、
心
安
く
身
自
在
に
し
て、
一
生
を
送
ら
ん
と
思
ふ
、
ま
め
や
か
に
緊
き
心
な
り」
と、
逃
世
し
て
す
べ
て
の
縁
務
を
や
め、
心
身
と
も
に
安
楽
の
状
態
で
過
ご
す
こ
と
を
讃
揚
す
る
無
住
の
考
え
方
は、
心
身
の
閑
静
と
遁
世
の
勧
進
を
旨
と
す
る
先
述
し
た
五
十
八
段
及
び
七
十
五
段
の
二
つ
の
章
段
の
み
な
ら
ず、
徒
然
草
第
百
二
十
三
段
の
「
人
間
の
大
事、
こ
の
三
に
は
過
ぎ
ず。
飢
ゑ、
寒
か
ら
ず、
雨
風
に
侵
さ
れ
ず
し
て
閑
か
に
過
ぐ
す
を
楽
し
み
と
す」
と
い
う
一
節
や、
三
十
八
段
冒
頭
の
「
名
利
に
使
は
れ
て、
閑
か
な
る
暇
な
く、
一
生
を
苦
し
む
る
こ
そ、
愚
か
な
れ
」
と
い
う
一
文
に
も
よ
く
通
ず
る
部
分
が
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る。
し
か
し
な
が
ら、
そ
の
一
方
で、
世
俗
の
雑
事
か
ら
「
身」
「
心」
の
解
放
さ
れ
た
状
態
を
「
楽」
と
定
義
し
つ
つ
も、
無
住
は
そ
う
い
っ
た
心
身
の
安
楽
に
止
住
す
る
こ
と
な
く、
「
た
だ
こ
の
世
に
心
安
き
の
み
に
あ
ら
ず
（
後
略）
」
と
述
べ
る
が
如
く、
来
世
の
た
め
に
も
修
行
の
道
に
入
る
こ
と
を
積
極
的
に
勧
め
る。
酋
わ
ば
無
住
は、
「
心
身
の
安
楽」
と
い
う
状
態
を、
「
仏
法
修
行
の
志」
を
起
こ
し
「
浄
土
- 40 -
• I 
菩
提
の
浮
業」
を
成
ず
る
こ
と
の
前
段
階
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る。
前
述
し
た
如
く、
徒
然
草
五
十
八
段
全
編
の
主
眼
は
「
心
は
縁
に
引
か
れ
て
移
る
物
な
れ
ば、
閑
か
な
ら
で
は、
道
は
行
じ
が
た
し」
と
い
う一
文
に
あ
る。
修
道
に
相
応
し
い
閑
静
な
環境
を
重
視
す
る
点
で、
前
引
し
た、
沙
石
集
巻
九．
の
二
十
五
「
先
世
坊
の
事」
の
「
身
心
共
に
安
き
を
便
と
し
て、
仏
法
の
修
行
も
思
ひ
染
む
べ
し」
や、
巻
十
本
の
四
「
俗
士、
遥
世
し
た
り
し
事」
の
「
身
も
暇
な
く、
心
も
隙
な
け
れ
ば、
仏
法
修
行
の
志
も
立
ち
難
く
し
て、
浄
土
菩
提
の
浮
業
も
成
し
が
た
し」
と
い
う
記
事
と
も
よ
く
合
致
．
す
る。「
人
身
を
受
け
な
が
ら、
道
行
を
作
ぜ
ず
は、
禽
獣
に
何
ぞ
異
な
ら
ん」
と
い
う
竜
樹
の
戒
め、
及
ぴ
「
人
の
禄
を
受
け
ぬ
れ
ば、
人
の
事
を
憂
ふ。
生
死
纏
榮
を
断
た
ん
と
思
ふ
い
そ
ぎ
あ
り。
何
の
暇
あ
り
て
か、
君
に
仕
ヘ
ん」
と
い
う
勝
軍
禅
師
の
詞
と
五
十
八
段
の
記
事
内
容
と
の
近
似
性
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
事
柄
で
あ
る
が、
巻
九
の
二
十
五（
梵
舜
本
巻
七
の
二
十
五）
に
は
当
該
両
文
が
同
時
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い。
当
該
両
文
の
同
時
引
用
は
「
雑
談
集」
巻
三
「
愚
老
述
懐」
に
も
見
出
さ
れ、
仏
教
を
宜
揚
す
る
こ
と
に
あ
た
っ
て
無
住
が
よ
く
援
用
す
る
文
言
の
よ
う
で
あ
る
が、
徒
然
草
五
十
八
段
の
趣
旨
と
沙
石
集
巻
九
の
二
十
五
の
叙
事
内
容
と
が
よ
く一
致
す
る
こ
と、
徒
然
草
と
沙
石
集
と
は
様
々
な
と
こ
ろ
に
深
い
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て、
徒
然
草
五
十
八
段
に
お
い
て
当
該
両
文
の
同
時
引
用
は
た
だ
の
偶
然
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る。
終
わ
り
に
緒
緑
の
放
下、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
生
活
の
閑
寂」
「
心
身
の
安
静」
へ
の
重
視、
そ
し
て、
身
と
心
の
安
定
を
得
て
の
閑
居
を
人
生
の
安
楽
と
す
る
こ
と
な
ど、
無
住
と
兼
好
の
思
考
上
の一
致
点
は
少
な
く
な
い。
し
か
し
な
が
ら、
そ
の一
方
で、
無
住
は
「
心
身
の
安楽
境」
に
安
住
せ
ず、
そ
れ
を
あ
く
ま
で
仏
道
作
行
に
至
る
前
段
階
と
し
て
捉
え、
往
生
の
本
願
の
た
め
に
も
仏
道
精
進
を
勧
奨
す
る
と
こ
ろ
に
主
眼
を
殴
く。
こ
こ
に、
無
住
の
思
想
と
兼
好
の
道
念
と
の
相
違
が
存
す
る。
徒
然
草
二
百
四
十一
段
は
無
常
の
自
抵
に
よ
る
所
願
の
放
下
と
仏
道
の
精
進
を
勧
め
る
章
段
で、
徒
然
草
全
編
の
末
尾
近
く
に
位
罷
し、
兼
好
の
様
々
な
思
想
の
要
諦
を
総
括
し
た
章
段
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
が、
「
直
に
万
事
を
放
下
し
て
道
に
向
か
ふ
時、
障
り
な
く、
所
作
な
く
て、
心
身
永
く
閑
也」
と
い
う
末
尾
の一
文
に
示
さ
れ
る
如
く、
兼
好
は
身
心
の
閑
静
を
仏
道
に
向
か
う
最
終
的
目
標
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る。
安
良
岡
康
作
氏
は
そ
う
い
っ
た
兼
好
の
思
考
を
「
所
願
の
放
下」
「
仏
道
の
梢
進」
「、
心身
の
閑
静」
と
い
う
三
段
階
に
分
け
て
把
握
し、
第
三
段
階
の
「
心
身
の
閑
静」
を
目
指
す
所
に
兼
好
の
独
自
な
生
き
方
が
存
し、
徒
然
草
全
編
の
帰箔
点・
統一
点
が
見
出
さ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
二
十
七）。
「
愚
俗」
に
仏
道
の
要
諦
を
示
し、
仏
道
へ
の
精
進
を
勧
め
る
と
い
う
明
確
な
目
的
を
持
つ
沙
石
集
と
述
っ
て、
徒
然
草
に
お
け
る
兼
好
は、「
世
俗」
と
「
仏
道」
と
の
二
つ
の
次
元
の
間
に
「
安
静
境
・
閑
暇
境」
と
い
う第
三
の
境
地
を
見
出
し
て、
そ
れ
を
自
己
の
拠
り
所
と
し
て
い
る
の
で
あ
る。
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「
心
身
の
安
静
境」
を
め
ぐ
る、
沙
石
染
と
徒
然
草
の
態
度
に
は
次
元
の
相
違
が
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
る
が、
箪
者
と
し
て
は
と
く
に、
「
諸
縁
の
放
下」
「
心
身
の
安
静」
を
唱
え
る
際
に、
と
も
に
「
庶
詞
止
観」
に
関
連
付
け
る
無
住
と
兼
好
と
の
箪
法
の
類
似
に
留
窓
し
た
い。
徒
然
草
七
十
五
段
末
尾
の
「「
生
活、
人
導、
伎
能、
学
問
等
の
諸
緑
を
や
め
よ」
と
こ
そ、
摩
肘
止
観
に
も
侍
め
れ」
と
い
う一
文
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
巻
六
の
，
七
「
説
経
師
の
盗
賊
に
値へ
る
硲」
の
記
事
は、
「
止
観」
の
説
法
を
援
用
し
つ
つ、
名
利
の
念
と
煩
悩
か
ら
離
れ
て
学
問
を
も
含
む
世
間
の
縁
務
を
す
ペ
て
や
め、
心
を
安
ら
か
に
し
て
安
楽
な
生
活
を
送
る
ぺ
し
と
説
い
て
お
り、
そ
の
趣
旨
に
お
い
て
も
徒
然
草
七
十
五
段
と
よ
く一
致
す
る。
ま
た、
兼
好
が
求
め
る
「
心
身
の
安
静
境」
に
近
似
す
る
記
事
と
し
て
掲
げ
た、
沙
石
集
巻
四
の
七
「
道
に
入
り
て
は
執
着
を
棄
つ
べ
き
事」
に
お
い
て
も、
明
禅
法
印
の
「
止
観
j
談
義
を
記
し
た
後
に、
無
住
は
諸
緑
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
「
身
も
安
く
心
も
の
ど
か
な
る」
を
「
楽」
と
す
る
と
い
う
論
説
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が、
心
身
の
安
楽
の
価
値
を
説
く
に
際
し
て、
「
止
観」
の
記
事
を
引
用
し
て
論
旨
を
強
め、
一
段
を
締
め
括
る
徒
然
草
七
十
五
段
と
の
構
成
上
の
相
似
が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る。
．
以
上
の
如
き
考
察
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば、
七
十
五
段
結
尾
の
「
止
観』
引
用
に
つ
い
て、
「
兼
好
が
「
沙
石
集
j
を
続
ん
だ
か
否
か
は
断
定
し
が
た
い
が、
あ
る
い
は
当
該
の
個
所
等
が
兼
好
を
し
て
「
止
観」
に
関
心
を
持
た
せ
る
に
至
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
J
(
注
二
十
八）
と
す
る
安
良
岡
氏
の
推
測
は、
少
な
か
ら
ぬ
蓋
然
性
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
「
生
活
の
（
注一
）
小
島
孝
之
「
法
栢
と
説
話」
（「
説
話
と
そ
の
周
緑
—物
藷・
芸
能
ー」
説
話
の
親
座
第
六
巻
勉
誠
社
平
成
五
年）。
（
注
二）
「
先
年
沙
石
集、
病
中
ニ
ヲ
カ
シ
ゲ
ニ
害
散`
ン
テ、
不ヒ
及ー
バ
再
治ー
シ
テ、
世
間
二
披
露、
謙
敗
相
半
欺」
（「
雑
談
集」
中
世
の
文
学
一二
弥
井
野
店
一
九
七
六
年）。
「
不
意
二
草
案
ノ
マ
、
二
洛
陽
披
露。
闇
顕
ニ
ッ
ケ
テ
其
憚
多
シ」
（
流
布
本
沙
石
集
牲
第
二）、
「
此
物
語
先
年
草
案
シ
テ。
未
及
清
寄
之
処。
不慮
二
都
鄭
披
露」
（
流
布
本
沙
石
集
巻
第
四）。
流
布
本
沙
石
集
の
引
用
は
「
慶
長
十
年
古
活
字
本
沙
石
集
総
索
引
ー
影
引
篇
ー』
（
勉
誠
社
昭
和
五
十
五
年）
に
拠っ
た。
（
注
三）
流
布
本
沙
石
集
の
各
巻
末
に
見
出
さ
れ
る
饂
語
や
杏
入
な
ど
を
参
照
（「
隧
長
十
年
古
活
字
本
沙
石
集
総
索
引
ー影
引
篇—』)。
（
注
匹）
黒
田
亮
「
無
住
と
兼
好」
（「
文
学
j
第
七
巻
第
六
号
昭
和
十
四
年
六
月）。
（
注
五）
三
木
紀
人
「
阻
遁
文
人
の
世
界
徒
然
草」
（「
日
本
文
学
講
座
七」
一
九
八
九
年
大
修
館）。
（
注
六）
西
尾
光一
「
中
世
説
話
文学
論」
（
塙
書
房
昭
和
三
十
八
年）。
（
注
七）
安
良
問
康
作
「
徒
然
草
全
注
釈」
（
日
本
古
典
評
釈
全
注
釈
叢
密
閑
暇」
「
心
身
の
安
静」
を
重
視
す
る
と
い
う
価
値
観
を
共
有
す
る
の
み
な
ら
ず、
『
止
観」
を
援
用
し
て
「
諸
緑
放
下」
「
心
身
安
楽」
を
提
唱
す
る
と
い
う
点
に
至
る
ま
で、
沙
石
集
と
徒
然
草
と
の
間
に
は
少
な
か
ら
ぬ
共
通
点
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る。
兼
好
は
沙
石
集
を
媒
介
と
し
て
『
摩
詞
止
観
l
の
文
言
に
着
目
し、
徒
然
草
七
十
五
段
中
に
そ
れ
を
引
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
紐
さ
れ
る
の
で
あ
る。
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川
書
店
昭
和
四
十
三
年）。
福
田
秀一
「
徒
然
草
第
四
十
九
段
の
冒
頭」
（「
中
世
文
学
論
考」
明
治
書
院
昭
和
五
十
年）。
以
下
の
福
田
説
は
同
書
に
拠
る。
（
注
八）
荒
木
見
悟
「
解
題」
「
跨
元
直
指
集j
（一
元
宗
本
揖、
和
刻
影
印
近
世
漢
藉
叢
刊
思
想
四
編
：一
三
荒
木
見
悟•
岡
田
武
同
主
編
中
文
出
版
社
一
九
七
二
年）。
な
お、
新
版
禅
学
大
辞
典
（
大
修
館
書
店
二
0
0
三
年）
で
は
「
躇
元
直
指
集。
四
巻。
明、
天
衣
宗
本
若
著。
嘉
靖一＿一
年
自
序
刊」
と
あ
る。
（
注
九）
吉
岡義
登「
鉗
釈
金
剛
科
儀
の
成
立
に
つ
い
て
ー
初
期
宝
巻
の一
研
究」
『竜
谷
史
壇」
五
六・
五
七
号、
昭
和
四
十一
年
十
二
月。『
道
教
の
研
究」
所
収
（
吉
岡
義
豊
著
作
集
第一
巻
五
月
書
房
平
成
元
年
六
月）。
（
注
十）
澤
田
瑞
穂
若
「
賓港
の
研
究」
国
密
刊
行
会
一
九
七
五
年
六
月。
（
注
十一
）
吉
岡
義
豊
「
鉗
釈
金
剛
科
儀
の
成
立
に
つ
い
て
ー
初
期
宝
巻
の一
研
究」。
（
注
十
二）
鄭
志
明
「
銹
繹
金
剛
科
儀
義
理
初
探」
『
中
國
佛
教」
第
二
九
巻
第
五
期
（一
九
八
五
年
五
月）
二
八'-―-＝
頁。
驀
北
市、
中
因
佛
教
社。
（
注
十
三）
前
川
亨
「
禅
宗
史
の
終
焉
と
宝
巻
の
生
成
ー
「
鉗
釈
金
剛
科
儀
j
と
「
香
山
宝
巻」
を
中
心
に」
「
東
洋
文
化」
（
特
集
中
国
の
禅）
（
八
三
号）
二
0
0
三
年
三
月、
束
京
大
学
束
洋
文
化
研
究
所。
（
注
十
四）
「
鉗
繹
金
隋
経
科
儀
j
の
本
文
は、（
挑
秦
繹）
鳩
摩
羅
什
繹、（
宋
繹）
宗
鏡
述、
（
明
稽）
覺
連
重
集
「
釣
樺
金
剛
科
儀
會
要
註
解』
（「
卍
新
纂
大
日
本
績
蔵
経
第
二
十
四
冊
j
〔
般
若
部
類〕
〔
般
若
部〕
No.467、
東
京・・
団
書
刊
行
會、
一
九
七
五＇一
九
八
九
年）
に
拠
る。
（
注
十
五）
四
明
石
芝
沙
門
宗
呪
編
H
築
邦
遺
稲
j
の
本
文
は
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
四
十
七
冊」
〔
浮
土
宗
類〕
〔
諸
宗
部〕
No.1
969B
(
�
京
：
大
蔵
経
刊
行
會。
一
九
二
四ー―一
五
年）
に
拠
る。
な
お、
h
望
月
仏
教
大
辞
典」
（
望
月
信
亨
著、
振
本
善
隆
編
纂
代
表
世
界
翌
典
刊
行
協會、
一
九
六
六
年）
に
よ
る
と、「
築
邦
遺
稿』
は
二
巻、
南
宋
寧宗
嘉
泰
四
年
（一
二
0
四）
の
編
に
係
り、
「
築
邦
文
類』
の
萩
編
と
な
る
も
の
で
あ
る
が、
日
本
に
早
く
伝
え
ら
れ、
長
西
（―
-
八
四
ーー
ニ
ニ
八）
の
浄
土
依
憑
経
論
章
疏
目
録
に
は
『
巣
邦
文
類j
と
と
も
に
目
を
出
せ
り
と
い
う。
（
注
十
六）
「
林
泉
老
人
評
唱
丹
霞
淳
藤
師
頌
古
虚
堂
集』
の
本
文
は
「
卍
新
纂
大
日
本
績
蔽
経
第
六
十
七
罰」
〔
輝
宗
類〕
（
諸
宗
若
述
部〕
No.1
304
に
拠
る。
な
お、
丹
霞
淳
(1
0
六
六
I
-
―
一
九）
は
北
宋
曹
洞
宗
の
僧、
林
泉
従
倫
は
元
の
高
僧`
濱
松
行
秀
（一
ー
六
六Iー
ニ
四
六）
の
法
嗣
で
あ
る。
引
用
文
は
林
泉
老
人
の
評
咽
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る。
（
注
十
七）
元
師
子
林
天
如
則著
I
浄
土
或
問j
の
本
文
は
『
大
正
新
俯
大
蔵
経
第
四
十
七
冊
j
〔
浮
土
宗
類〕
〔
甜
宗
部〕
No.1
972
に
拠
る。
な
お、
天
如
惟
則
（ー
ニ
八
六
ー一
三
五
四）
は
元
の
臨
清
宗
の
禅
師、
兼
ね
て
浄
土
の
教
を
弘
む。
（
注
十
八）
管
見
の
限
り
で
は、
『
浮
土
資
糧
全
集」
（
卍
新
纂
績
蔵
経
第
六
十一
冊
No.1162)、
「
浮
土
十
要
J
(
同
害
第
六
十一
冊
No.
11
64)、
『
浮
土
農
鐘」
（
同
害
第
六
十
二
冊
No.
1172)、
『
西
隋
直
指
J
(
同
杏
第
六
十
二
冊
No.
1173)、
「
淫
土
全
密」
（
同
書
第
六
十一
1
冊
No.1176)、
「
径
中
径
又
径」
（
同
杏
第
六
十
二
冊
No.11
85)、
「
清
珠
芭
（
同
杏
第
六
十
二
冊
No.
1192)、
「
慈
悲
追
場
水
懺
法
撻
間
錢
j
（
同
杏
第
七
十
四
冊
No.1495)、
「
浮
土
堅
賢
鎌
J
(
同
奪
第
七
十
八
廿
No.1
549)、
（「
宗
統
編
年」
同
書
第
八
十
六
冊
No.1
600}
な
ど
が
あ
る。
（
注
十
九）
注
十
五
に
参
照。
（
注
二
十）
拙
栢
「
焦
住
と
兼
好」
（「
台
大
日
本
語
文
研
究」
第十一
期
二
0
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0
六
年）
を
参
照。
（
注
二
十一）
田
辺
爵
「
徒
然
草
諸
注
集成」
（
右
文
書
院
昭
和一
1
i
十
七
年）。
（
注
二
十
二）
「
方
丈
記・
徒
然
草
J
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系｝
第
五
十
八
段
の
脚
注
に
拠
る。
（
注
二
十
三）
稲
田
利
徳
「
徒
然
草
J
(
古
典
名
作
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
4
黄
重
本
刊
行
会、
二
0
0一
年）。
（
注
二
十
四）
安
良
岡
康
作
「
徒
然
草
全
注
釈」。
（
注
二
十
五）
新
絹
古
典
文
学
全
集
『
沙
石
集」
二
0
三、
二
0
四
頁。
（
注
二
十
六）
「
菩
提
為
真
渠」
「
大
方
廣
佛
華
殷
経
疏」
巻
第
五
十
六
（
唐
消
涼
山
大
華
巌寺
沙
門
涅
載
撰）
（『
大
正
新
修
大
蔵
経
j
第
三
十
五
冊、
経
疏
部
三
大
蔵
経
刊
行
含
絹
一
九
八二
年）
に
拠
る。）
（
注
二
十
七）
安
良
岡
康
作
「
徒
然
互全
注
釈
j
o
（
注一
1
十
八）
安
良
岡
康
作
「
徒
然
草全
注
釈
j
o
＊
徒
然
草
の
本
文
は、
正
徹
本
を
底
本
と
し
た
f
方
丈
記
徒
然
草」
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
岩
波
害
店
平
成
元
年）
に
拠
っ
た。
沙
石
集
の
本
文
は
市
立
米
沢
図
書
館
蔵
本
を
底
本
と
し
た
「
沙
石
集』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
0
0一
年
小
学
館）、
梵
舜
本
沙
石
集
は
お
茶
の
水
岡
宵
館
蔵
成
簑
堂
文
庫
梵
舜
本
を
底
本
と
し
た
『
沙
石
集」
（
日
本
古
典
文
学
大
系
一
九
六
六
年
岩
波
書
店）、
元
応
本
沙
石
集
は
巻
末
に
元
応
三
年
啓
写
と
い
う
奥
曹
付
の
写
本
を
影
印
し
た
『
元
応
本
沙
石
集』
（
汲
古
普
院
昭
和
五
十
五
年）、
内
閣
本
沙
石
集
は
土
屋
有
里
子
絹
著
「
内
閣
文
庫
蔵
「
沙
石
渠」
翻
刻
と
研
究」
（
笠
問
書
院
二
0
01―一
年）、
流
布
本・
古
活
字
本
沙
石
集
は
深
井一
郎
編
「
艇
長
十
年
古
活
字
本
沙
石
集
総
索
引
ー
影
引
'I 
篇
ー」
（
勉
誠
社
一
九
八
0
年）
に
拠
っ
た。
な
お、
引
用
本
文
中
に
付
し
た
傍
線
は、
本
諭
文
の
策
者
が
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る。
＊
本
論
文
で
引
用
し
た
徒
然
草古
注
釈
宵
は
以
下
の
通
り
で
あ
る。
秦
宗
巴
「
徒
然
草
寿
命
院
抄」
（
吉
澤
貞
人
「
徒
然
草
古
注
釈
集
成
j
勉
誠
社
乎
成
八
年）。
林
道
春「
徒
然
草
埜
槌
l
(「
徒
然
草古
注
釈
集
成」）。
「
拾
逍
抄」
（
浅
香
山
井
「
徒
然
草
諸
抄
大
成
J
(
同
志
社
大
学
図
料
館
蔵、
貞
享
五
年
五
月
刊
の
板
本）。
（
そ
う
研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
N
甲
南
大
學
紀
要
文
学
編
（
甲
南
大
学
文
学
部）
一
六一
高
知
大
殴
文
（
高
知
大
学
国
語
国
文
学
会）
四一
語
学
と
文
学
（
群
馬
大
学
話
文
学
会）
四
七
国
語
学
研
究
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
「
国
語
学
研
究」
刊
行
会）
五
0
国
語
国
文
学
（
福
井
大
学
言
語
文
化
学
会）
五
十
国
語
国
文
学
会
誌
（
新
渇
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学）
五
三
殴
語
國
文
學
報
（
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室）
六
九
国
語
同
文
学
誌
（
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会）
四
十
国
語
国
文
学
研
究
（
熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会）
四
六
國
語
國
文
研
究
（
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会）
一
三
九、
一
四
0
ナヽ
ナヽ
,＇
L̀
!
。V
台
湾
大
学
日
本
語
文
学
系
助
理
教
授）
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